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港郷土資料館利用のご案内 
みなときょう  ど   し りょう か ん り  よ う あ ん な い

開館時間　午前9時～午後5時（さわれる展示室は火・金・土の午後0時30分～4時30分）

休 館 日　日曜日・祝日・毎月第3木曜日・年末年始・特別整理期間
　　　　　     ※7/21～8/31の日曜日・祝日は開館します。

交　　通　JR「田町」駅下車徒歩5分

　　　　　都営地下鉄三田線または浅草線「三田」駅下車（A3出口）徒歩2分

　　　　　都営バス「田町駅前」停留所下車徒歩2分

　　　　　港区コミュニティバス（ちぃばす）「田町駅前」停留所下車徒歩2分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  「田町駅西口」停留所下車徒歩3分

港区立 港郷土資料館へ行ってみよう！　第9号 　　　 　　 　　　    平成24（2012）年3月9日発行
編集・発行　港区立港郷土資料館　〒108-0014 東京都港区芝5-28-4　　 03（3452）4966
http://www.lib.city.minato.tokyo.jp/muse/
『港区立港郷土資料館へ行ってみよう!』のバックナンバーは、ホームページでご覧いただけます。
イラスト：横山真弥　デザイン：annes　印刷：（株）文洋社
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第9号

台場の歴史とうつりかわり
だ い  ば れ き  し

あれは江戸時代に
つくられた台場だよ。
お台場の地名の
由来にもなったんだ。

レインボーブリッジの
下に島のようなものが
見えるよ。

何のために
つくられた
のかな？

台場を探検だ！！
第三台場と第六台場は国の史跡として保存されています。このうち第三台場は公園（都立台場
公園）になっています。どんなようすか探検してみよう。

発掘された台場
平成9～11（1997～1999）年に、品川ふ頭（港区港南五丁目）の下に埋まっている第一
台場の発掘が行われ、台場の土台や石垣などが発見されました。
また、平成23（2011）年には第五台場の跡も見つかっています。

港郷土資料館には、
江戸時代につくられた
「台場の図面」などが
展示されているよ。
見に来てね。

↑レインボーブリッジから見た第三台場

（都立台場公園）

↑発掘された第一台場の石垣

台場をまもる兵士の休憩所などに

つかわれた陣屋の跡 →

←大砲の弾や火薬を入れていた

　弾薬庫の跡

砲台（レプリカ）↓

刊行物発行番号
23177－7541
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これは完成した台場の図面です。
上の図には、台場の中のようすがくわしく描かれています。
左の図に見える●や▲のマークは、大砲の種類や
位置をあらわしています。

台場の工事は、海の中でも、
浅いところを選んで行われました。

左は明治時代の地図、
下はいまの地図だよ。

台場は幕末から明治時代初めの浮世絵にも描かれています。
浮世絵の中の台場を見つけることができるかな？

ずいぶんようすが
ちがうね。

いまのようす。■は、なくなってしまった台場です。

開国したので、台場は
江戸時代に一度も戦いに
使われることはなかったよ。

上の図は台場の完成予定図です。最初の計画では、
海の中に11基の台場をつくる予定でしたが、
実際につくられたのは5つのみです。

嘉永6（1853）年8月から工事が
始まって、翌年の4月に3つ（第一～第三）、
11月には2つ（第五・第六）の台場が
完成しているよ。でも、日米和親条約が
結ばれて開国したため、台場の工事は
中止されてしまったんだ。

江戸時代の終わりごろ、幕府が外国の
船から江戸のまちを守るため、海の中に
大砲をそなえた小島をつくりました。
「砲台場」を略して台場とよばれます。

江戸時代、日本は「鎖国」といって、オランダや清（中国）、
朝鮮（韓国・北朝鮮）など限られた国とのみ交流していましたが、嘉永6（1853）年6月、
アメリカの東インド艦隊司令官ペリーが開国するように求めてきました。いわゆる黒船来航です。
そのため、将来、アメリカやイギリスなどの外国と戦いになるかもしれないと考えた幕府は、
戦いにそなえて品川沖に台場をつくりました。

内海三番御台場全図

品川沖五ノ御台場之図

嘉永六丑年秋築立取掛　品川御台場図

江戸名所四十八景  高輪秋月 東京名勝之内  高輪蒸気車鉄道全図

実測東京全図（明治11〈1878〉年）

台場ってなに？
だ い ば

いまはどうなってるの？

どうしてつくられたの？ 台場は昭和30年代の埋立て
などにより、なくなって
しまったものがあります。
いま残っているのは、第三台場
と第六台場だけだよ。

当時は埋立地や
高い建物が
なかったから、
高輪の海岸や
御殿山から台場が
見えたのよ。

※資料に「内海」、「品川沖」とありますが、

　どちらも現在の東京湾にあたります。

※第四台場と第七台場は未完成の台場です。

文久元（1861）年
三枚続きの内（右）

明治5（1872）年頃

描かれた台場
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